
●顔～首表面（マスクに覆われている部分）の体温が上がりやすくなる。 

●マスクを着用すると、心拍数・呼吸数・体感温度が上昇する。 

●マスクにより喉が保湿され、喉の渇きを感じにくくなる → 水分補給がおろそかになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうしてマスクで熱中症になりやすくなるの？ 
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マスク熱中症、どう防ぐ？？ 

 

２０２０.７.３  第３号 

大阪府立長野高校 保健部 
保健通信 

学校が再開して 1 か月が経ちました。皆さんが、朝の検温などの「コロナ対策」に協力してくれている 

おかげで、大きな問題もなく皆元気に登校できているように思います。 

さて、これから 8 月まで補充授業が続きますが、その間、特に注意してほしいのが「マスク熱中症」です。

「with コロナ」という新しい生活様式が求められる中、今年の熱中症対策について考えてみましょう。 

この状態に、運動や気温の急激な上昇が加わると、熱中症リスクがぐんと高まると言われています。 

 

 

 

引き続き、 

★健康観察カード 

★原則マスク着用 

（特に会話時） 

★教室の換気 
 

も、お願いします！ 
・登下校時で、人と十分な距離を確保できる場合に

は、マスクを外しましょう。 


